
平成6年10月15日　第51号　発　行　土浦一高進修同窓会　編集人　同窓会報編集委員会委員長遠藤俊夫

-

目

　

　

　

　

次

-

二
面
　
平
成
六
年
度
　
総
会

会
長
あ
い
さ
つ

三
面
　
学
校
長
あ
い
さ
つ

四
面
　
創
立
一
〇
〇
周
年
実
行
委
員
会
発
会

五
面
　
寄
稿
(
平
塚
寛
次
郎
氏
)

六
･
七
両
　
支
部
だ
よ
り

八
両
　
p
T
A
会
長
あ
い
さ
つ

九
～
十
二
両
　
母
校
だ
よ
り

土
浦
一
高
校
歌

堀

　

越

　

　

　

晋

　

作

詩

尾

　

崎

　

楠

　

馬

　

作

曲

一
'
沃
野
一
望
数
百
里
　
関
八
州
の
重
鎮
と
て

そ
そ
り
立
ち
た
り
筑
波
山
　
空
の
碧
を
さ
な
が
ら
に

湛
え
て
寄
す
る
漣
波
は
　
終
古
漁
ら
ぬ
霞
浦
の
水

二
'
春
の
弥
生
は
桜
川
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に
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花
筏
　
産
の
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立
て
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渡
る
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冴
え
て
　
湖
心
に
澄
む
や
月
の
影

三
'
此
の
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水
の
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て
　
我
に
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量
あ
り

此
の
秀
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享
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て
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に
至
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あ
り

東
国
男
児
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享
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て
　
我
に
武
勇
の
気
魂
あ
り

四
'
筑
波
の
山
の
い
や
高
-
　
霞
ケ
浦
の
い
や
広
-

鳴
呼
　
桜
水
の
旗
立
て
て
　
我
が
校
風
を
輝
か
せ

亀
城
五
百
の
健
男
児
　
亀
城
五
百
の
健
男
児
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平
成
六
年
度

進
修
同
窓
会
総
会
開
く

四
月
十
日
㈱
'
本
年
度
定
期
線
会
が
'

好
天
に
恵
ま
れ
'
母
校
体
育
館
に
て
二

百
五
十
余
名
の
会
貞
参
加
の
も
と
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
｡

校
歌
斉
唱
･
物
故
会
員
に
対
す
る
黙

藤
の
の
ち
'
坂
本
副
会
長
･
青
山
校
長

の
挨
拶
が
あ
り
'
酒
井
亨
氏
(
中
4
7
)

を
議
長
に
以
下
の
議
事
が
審
議
さ
れ

た
｡

一
'
平
成
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告

二
'
平
成
六
年
度
事
業
計
画
並
び
に

予
算三

'
同
窓
会
基
金
報
告

四
'
別
途
積
立
金
報
告

五
'
九
十
周
年
記
念
事
業
募
金
預
金

現
在
高
報
告

六
'
同
窓
会
規
約
の
一
部
改
正

七
㌧
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

全
議
案
と
も
満
場
一
敦
に
よ
-
可
決
･

承
認
さ
れ
た
が
'
特
に
'
七
日
三
流
案
に

つ
い
て
は
'

一
'
趣
意
書

実
行
委
員
会
規
約

実
行
委
員
会
組
織

一
'
募
金
要
項

一
'
募
金
使
途
計
画

一
'
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
予
算

な
ど
､
綿
密
な
計
画
に
も
と
づ
小
た
議

案
の
審
議
が
熱
心
に
な
さ
れ
計
画
が
承

認
さ
れ
た
｡

閉
会
の
後
'
恒
例
の
卒
業
周
年
祝
賀

会
に
う
つ
り
､
中
三
三
回
･
中
四
三

回
･
高
六
回
･
定
四
回
･
高
二
十
回
･

走
十
八
回
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
六

十
･
五
十
･
四
十
二
一
十
五
周
年
の
記

念
の
年
を
迎
え
ら
れ
'
坂
本
副
会
長
･

岡
野
昇
氏
(
中
4
4
)
　
よ
り
の
祝
賀
･
記

念
品
贈
呈
が
あ
り
'
中
四
三
回
の
中
根

時
男
氏
よ
り
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
た
｡

ま
た
'
会
場
を
変
え
て
の
懇
親
会
で

は
'
往
時
を
懐
か
し
ん
で
の
交
歓
が
和

や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
'
散
会
し
た
｡

会
長
あ
い
さ
つ

同
窓
会
会
長

会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
-
ご

清
祥
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
｡

平
成
九
年
に
は
'
土
浦
一
高
創
立
一

〇
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
｡

こ
の
一
世
紀
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
記
念
事
業
に
関
す
る
会
合
が
本
部

役
鼻
の
方
々
に
よ
っ
て
初
め
て
持
た
れ

た
の
が
平
成
二
年
度
と
伺
っ
て
お
-
ま

す
q
.
数
回
の
会
合
を
経
ま
し
て
大
き
な

事
業
で
あ
る
｢
同
窓
会
館
の
建
設
｣
と

い
う
こ
と
で
委
員
の
意
思
が
統
一
さ
れ

た
と
伺
い
ま
し
た
｡

私
が
尊
敬
申
し
上
げ
る
八
木
下
会
長

か
ら
同
窓
会
長
の
役
を
お
引
受
け
し
た

の
が
平
成
三
年
で
当
然
引
継
懸
案
事
項

と
し
て
同
窓
会
館
建
設
が
あ
り
ま
し

た
｡

そ
の
構
想
は
'
当
時
の
社
会
情
勢
の

影
響
で
か
な
り
壮
大
な
も
の
で
あ
り
'

会
員
一
人
一
人
の
負
担
を
考
え
ま
す
と

そ
の
ま
ま
で
は
推
進
し
に
-
い
も
の
で

あ
り
ま
し
た
｡
加
え
て
バ
ブ
ル
崩
壊
篠

幡

　

谷

　

祐

一

の
経
済
情
勢
と
な
っ
た
た
め
'
必
然
的

に
規
模
の
見
直
し
を
図
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
｡

規
模
は
最
初
の
構
想
と
同
じ
へ
会
月

の
負
担
は
半
分
以
下
に
な
る
万
乗
は
な

い
か
と
大
曽
根
前
校
長
先
生
と
約
二
年

間
手
を
尽
-
し
て
今
の
計
画
に
辿
り
つ

き
'
や
っ
と
本
格
的
に
動
き
出
す
機
運

が
熟
し
た
と
お
も
っ
て
い
ま
す
｡

平
成
六
年
度
に
入
り
'
手
続
き
等
具

体
的
段
取
り
を
進
め
る
と
と
も
に
'
募

金
の
呼
び
か
け
･
働
き
か
け
の
た
め
に

従
来
の
実
行
委
員
会
を
拡
充
し
特
に
募

金
委
月
は
沢
山
の
方
々
に
協
力
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
'
各
卒

業
回
の
評
議
員
'
幹
事
の
方
々
に
加
え

卒
業
各
回
と
も
数
名
の
方
々
に
役
貞
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
の
拡
大
実
行
委
員
会
の
発
会
式
を

さ
る
七
月
二
十
三
日
霞
ケ
浦
観
光
ホ
テ

ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
｡
と
も
あ
れ

や
っ
と
一
〇
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
道

筋
が
決
ま
り
'
い
ま
走
り
だ
そ
う
と
し

て
い
る
わ
け
で
す
｡
募
金
と
い
う
も
の

は
な
か
な
か
お
願
い
し
に
く
い
も
の
で

あ
り
'
尚
か
つ
大
金
で
も
あ
る
の
で
'

果
た
し
て
目
標
完
遂
で
き
る
の
か
甚
だ

心
細
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
｡
何
事
も
事

を
成
す
に
は
周
到
な
計
画
と
そ
れ
に
伴

う
実
行
部
隊
が
い
な
け
れ
ば
な
-
ま
せ

ん
が
'
多
-
の
同
窓
生
'
委
月
の
皆
さ

ん
方
の
発
言
は
心
強
い
限
り
で
あ
り
'

必
ず
や
目
標
は
達
成
で
き
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
'
寄
付
は
幅
広
-
卒
業
生
か
ら

募
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
｡
母
校

に
対
す
る
愛
情
を
こ
め
て
是
非
と
も
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
'
と
願
っ
て
お

り
ま
す
｡

一
〇
〇
年
と
い
う
歳
月
は
そ
れ
な
り

の
重
み
が
あ
り
'
歴
史
も
一
〇
〇
年
経

っ
て
は
じ
め
て
評
価
さ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
｡
我
ら
が
母
校
は
今
や
日
本

有
数
の
学
校
に
数
え
ら
れ
る
ま
で
に
成

長
い
た
し
ま
し
た
｡
教
職
貞
の
皆
様
の

努
力
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
､

同
窓
会
の
活
躍
も
こ
の
評
価
に
は
大
い

に
役
だ
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
｡

私
は
'
こ
の
期
に
同
窓
会
長
と
い
う

大
役
を
与
え
ら
れ
'
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
｡
親
子
二
代
に

わ
た
り
同
窓
会
長
を
お
引
受
け
し
た
わ

け
で
す
が
こ
の
伝
統
と
光
輝
を
更
に
磨

く
べ
-
全
力
を
投
球
し
て
目
的
完
遂
に

努
力
す
る
所
存
で
す
｡

土
浦
一
高
に
栄
光
あ
れ
/

祝
　
叙
勲

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

高
野
　
克
夫
(
中
3
6
回
)

東
京
都
渋
谷
区
西
原
3
I
3
6
-
2

勲
四
等
瑞
宝
章

岡
野
　
全
之
(
中
3
9
回
)

つ
く
ば
市
北
太
田
5
5
3

勲
玉
等
双
光
旭
日
幸

石
川
　
寿
彦
亭
3
1
回
)

土
浦
市
中
央
1
-
7
-
1
4
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卒業回数 ��(ｼiD��募金目棟 万円 

高24,理数1 傴｣Cr�400 

高25,理数2 鼎��380 

高26,理数3 鼎��350 

高27,理数4 鉄��350 

高28,理数.5 鉄��330 

高29,理数6 鉄"�320 

高30,理数7 鉄2�270 

高31,理数8 鉄B�250 

高32,理数9 鉄R�240 

高33,理数10 鉄b�250 

高34,理数11 鉄r�240 

高35,理数12 鉄��210 

高36,理数13 鉄��190 

高37,理数14 田��180 

一高38,理数15 田��160 

高39,理数16 田"�150 

高40,理数17 田2�150 

高41,理数18 兌ﾙ�ﾈﾋ2�110 

高42,理数19 �"�90 

高43,理数20 �2�70 

高44,理数21 釘�60 

高45.理数22 迭�50 

高46,理数23 澱�50 

高47,理数24 途�50 

定1-13鵬 ��#x��3��820 

定14-23 鼎���C��650 

定24-33 鉄���S��110 

定34-43 田���[ﾓb�20 

各卒業回数別募金目標額

卒業回数 竸Xｾ�mｩUr�iﾈ冷�

併中1,高3 鼎S��

併中2,高4 �3���

高5 �3C��

6 鼎���

7 鼎#��

8 鼎S��

9 鼎C��

10 鼎S��

ll 鼎C��

12 鼎C��

13 鼎S��

14 鼎S��

15 鼎c��

16 鼎���

17 鼎C��

18 鉄���

19 鉄���

20 鉄���

21 鼎c��

22 鼎C��

23 鼎C��

卒業回数 佶Hｾ�mｩ���iﾈ冷�

中1-25 �����

26 �3��

27 鼎��

28 鉄��

29 鼎��

30 鉄��

31 田��

32 都��

33 塔��

34 田��

35 都��

36 都��

37 都��

38 塔��

39 涛��

40 �����

41 �����

42 ��3��

43 ��3��

44 �#���

45 �#���

46,47 �#c��

中48,高1 �3C��

中49,高2 �3���

盛
大
に
実
行
委
員
会
発
会
式
開
催

出
席
者
一
五
〇
名
が
参
加

平
成
六
年
七
月
二
十
三
日
'
霞
ケ
浦

観
光
ホ
テ
ル
に
て
土
浦
一
高
創
立
一
〇

〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
貞
会
発
会
式

が
開
か
れ
た
｡
本
部
役
員
会
に
続
い
て
'

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
'
記
念
事
業
の

構
想
及
び
募
金
活
動
の
趣
旨
説
明
が
行

な
わ
れ
た
｡

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
貞
会

は
平
成
三
年
度
に
組
織
さ
れ
へ
本
部
役

負
(
3
2
人
)
'
学
校
職
貞
代
表
(
1
 
2
人
)
t

p
T
A
代
表
(
1
 
5
人
)
で
構
成
し
'
基

本
構
想
の
準
備
を
進
め
て
き
た
が
'
基

本
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
'

募
金
活
動
を
開
始
す
る
運
び
と
な
っ

た
｡

そ
こ
で
'
実
行
委
員
会
の
組
織
･
構

成
も
拡
充
し
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
っ

た
｡
実
行
委
員
会
の
構
成
は
'
次
の
よ

う
で
あ
る
｡

実
行
委
貞
長

副
委
員
長

監
事

H
総
務
委
貞

委
貞
長

副
委
員
長

委

　

員

口
募
金
委
員

委
員
長

副
委
員
長

幡
谷
祐
一
同
窓
会
長

坂
本
書
光
　
ク
副
会
長

丸
木
政
之
助

鈴
木
輝
雄

幡
谷
祐
一

坂
本
吉
光

3
9
名

幡
谷
祐
l

坂
本
吉
光

豊
嶋
　
貴

幡
谷
活
史

大
曽
根
宏
亮

委

　

員

桜
井
光
孝

5
9
2
名

8
建
設
委
貞

委

員

長

　

坂

本

吉

光

副
委
員
長
　
豊
嶋
　
貴

貝
塚
安
生

青
山
和
義

委
　
員
　
2
3
人

㈲
記
念
誌
編
集
委
員

委

貞

長

　

横

田

尚

義

副
委
員
長
　
大
曽
根
宏
亮

委
　
員
　
　
2
2
名

㈲
同
窓
会
名
簿
編
集
委
員

委
員
長
　
　
坂
本
吉
光

副
委
員
長
　
梅
沢
正
之
進

委

　

員

　

　

7

名

㈹
式
典
委
員

委

員

長

　

遠

藤

俊

夫

副
委
員
長
　
木
相
　
継

青
山
和
義

委
　
員
　
　
1
3
人

尚
､
全
て
の
委
員
会
に
'
事
務
局
貞
-

と
し
て
学
校
職
員
が
加
わ
り
ま
す
｡

募
金
協
力
の
お
願
い

各
卒
業
回
毎
の
募
金
目
棲

総
額
二
億
二
千
万
以
上
の
募
金
目
標

を
達
成
す
る
た
め
'
本
部
委
貞
会
で
は
'

各
卒
業
回
毎
の
募
金
目
標
を
'
前
回
･

前
々
回
の
募
金
状
況
か
ら
下
表
の
よ
う

に
設
定
し
ま
し
た
｡

募
金
の
基
本
方
針

各
卒
業
回
毎
に
募
金
委
貞
を
中
心
に

集
め
る
｡

お
願
い

大
口
寄
金
二
〇
〇
万
円
を
越
え
る
)

は
'
で
き
る
だ
け
各
卒
業
目
標
と
は
別

口
に
す
る
｡

こ
れ
は
'
目
標
額
達
成
を
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
会
員
の
協
力
に
よ
り
行

い
た
い
た
め
で
す
｡

ご
注
意

◎
　
現
金
に
よ
る
寄
金
は
'
必
ず
会
長

印
の
あ
る
｢
公
式
領
収
書
｣
を
受
け
取
っ

て
下
さ
い
｡
(
口
座
振
込
の
寄
付
は
後

日
領
収
証
を
送
付
し
ま
す
｡
)

◎
　
便
乗
'
二
七
募
金
が
出
現
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
｡
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
｡
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を花に花つりをりいまる態かのし目す藤をいあか初十兄に北く気衰友 よ え字桜くの得も心なな心到るやり侶即謝武労集'び月五し借に遠紅く 

佐リる佐正途起加婁牽き代撮るをか師うとがるつまれ創無長松う懇があのぎを時同 ら月しと時 銘るまのは トたーえ.でら田参よ塚深のをあ真心恩いこ名げあのわはの会oもは会で意過ち学 

じてくに燕はなた鴫いととしかいむだの大あをけ俊がおい元を 母ら鳴近歌のなぜ健亀風あい筑と沃o達よ名がもて'とこL_O衰腿つもな雄こ姿極気手 栄のるこき○き児立高 えうよろく少た ioた真宗E!悪=o急て覆州 キ品b(､窪だ8ミ票雷宗男嘉雪中'菅至言最を錆璽常男欝窪を需SL莞要望 
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第51号土浦-高進修同窓会会報平成6年10月15日(6) 

結志本た 成六部' て貞役母しモア~Jうの構に中員に年ま展務の割の営｢な国家 

菩重要雛書葦雪騨蔓蓋藁土董葺霊宝淵棋暮輔だ まはoい声ののれ道調に-布 い'とに出名るをな行五は り磐いお席前こ譲活つ○' 

さてとに支し謝た鍋る十た推受 た聯聖歪巌邦吉産朋輩美嚢誓轟蓋蔓重き薫書芸重責壷碧垂至芸墨壷 名本をて貞者ますこの'月のさ'九 簿年重'名かすとに運二か土咋装旦鍋惹孟夏警蓋芸芳書;葺芸真'5毛筆警o重吉葱 の二ね引薄らo共'営十ら田 配月た続ののに心発三昨支おら土 喜経書壷筆墨那重要鞘淵闇葦蓋雲 会成'理とで福そ尽の月にけ真部 ) 

重宝誓書買LiL'胃釜肇邑撃嘉ぢ票等萎蔓冨吉夏至墓室芸霊菱重苦讐吾言重萎箆妾宅襲 撃嚢葦毛壷:;重富筈f:o壷蓮壷三苦蓋垂賢董o雷…至芸毒害苦壷芸嘗重責東芝萎岩 讐絹冒しミ蓉蓋嘉のう特市さ〇､挨話時まがにで鍋たのo開六な確会骨 芸設に告野たの-あかい時と演四｢'さ部し浦二開政して にで贈た支等伴'治o皆○りら出のo会月な其れ長たで十かのたお 中い先い会'拘会活'に議ん周特拶と局た開卒し小坂挨き日か立貞折 三ま生て計労氏貞動赤国(へ年に並し間菊か業こか本拶' 銅義軍葦肇雲重要琶…墓襲董要望妻等慧芸裏芸嘉壷霊室葺緋亨 

進修同窓会平成5年度会費303,000市村正二303.000原孝一293,000稲見敏堆 
納入者芳名簿303,Oof)宇佐美春堆303.000福田固堆303,000菅井金吾 

(同窓会報第50号に穐戴以降)303,000小野全-303.000長谷川正太舟263,000神立誠 

中358.000小野留兵術303.000大越達303,000藤田千春293,000加園猪智郎 
358.000桜井秀光303.000大浦弥太郎303,000藤田茂高313.000栗栖宣博 
263.000典井三郎303.000風見敏303,000前島福松中455,000栗栖三男 
263,000宮崎市郎303.000小池市郎303,000村田邦之助高173,000坂塚和之 
263,000塚本栄次郎303.000小松崎義郎303,000若泉清中323,000億木浦 
263,000東林政延303.000小林茂303,000茂在寅男303.000岩瀬芳一郎 

263.000秋元房夫303,000佐野隆之助303,000小林元光3130.000有志一同 

高43.000大曽根宏亮303.000滴井守夫303,000金子明3630,000有志一同 
中269,000鈴木春吉303.000桜井皇303,000臭井資郎3730,000有志一同 

(3年分)303.000島田与平303,Oloo垣‡(玉田)毛 
303.000小蛤崎孝303,000姓川茂四郎303.000州(凍円)着次.遁世同窓会平成6年度会費 
273.000鈴木壬之助309,000開仁太郎303,000蕨岡美堆納入者芳名簿 

高413.000海保香織303.000辻皇303,000坂田拝英(平成6.9.30現在) 

中303.000青木信市303.000中村大十郎303,000永瀬謙三高123.000谷中良堆 
303.000石上戊右書円303.000常田清358,000小林廉書中433.000屯町安正 



(7)平成6年10月15日土浦-高進修同窓会会報第51号 

母 は呉 創れ 立た)め共力名o修の後しを頂ま○私躍し躍でれにに挙賓幡年な'しさの 

なでにケい発会町会先｢すあをすり居貞動し希地支てが年施域ケなので昭あ人- 
い結よ崎あ展でのに生美oる九るまり数すて望区部し見頃さを崎つが同和りと○ 

畠琵冬嘉㌫島完蓮惹き警葦Yi'会忘i:歪菖量寓吾慧官員克舌鼓含表書き空手与七品 

畠言募警室主欝警雷㌧窒戸叉毒筆妄言指差在誓q翌芭是票暫定代等芹蛋毒Soだ書 
_豊孟P_錆等管nl誉蓋毒隻語蒜是妄箪右豊呂律憲U=o差嘉嘉蓋天守差苛iO'*て管讐 
男すの層貞会と'書十願校日等担任ー齢'し窓と五支そり制ま大'まり懇'当くる 
(oとののしを支仙二い校'をしのシ層大たをし年部の断やしにそす'親ご竜感由 

畠管讐豊吉讐警LTh早義幸寓主菜幸三k=星霜きて雪嘉同質契宗嘉10'bjo裏書昌品苦言 
五てきとた和増の日会山上お交三を'つも在し原り成竜との'会周初結行然支も窓 
回疑ず支o気々忘'を和町り換地密■て多､て別人しケな傾六が辺は成つな部のの )わな持竜あの年下盛義のま'区に居数会活と会た崎つ向十実地竜とた形はで- 

部 長 塞 幹 夫 高 畠ま原平､ 

支出企部た席す日中り盛四望を光回の名し立びおの発に谷水た日後 し'午 



第51号土浦-高進修同恵会会報平成6年10月15日(8) 

こるろり目○じ青がつ健す的とP育-おに投まきp 喜真筆嘉肇賢芸享裏芸書経寧萱等警緋墓要義墓■=◆=t<g=:jl.llS.熟写 +o署長蓋襲書曇'=o葦尋萎芸善吉毒筆芸警嘉葺芸葺曇絹賢,.>=A 書聖肇雲萎…蓋墨壷誓董買嘉誓書姦豪雪壷蔓線量篇 

馨闇紬盲闇妄百星雲蔓壷董蔓舶董墨壷霊芝 真裏嘉墓高爵裏書君墓だ主等 たに同りをで時しそ学成でで -.･.しっ時た誤あ代なの習長すは まなにいるりはけたもしが' ･.;.F7.笑蒼重責妄壷書慧蛋重宝離継 とるまいがでつきでで会勉 

J-､`→ い誠○以 

を歌響早陽論に大のの卒た七.坐 革蔓重壷聖経賢妻芸妻重要葦望 義経o淵蓋 '聞日稲大第十 ヽ け短影o常理筆務そ'をつ十に 

警襲夏作要職至購瑚鵜酢雪雲軍 のも稔詠が 十蔵げ十いや感のはふだてすもo小 鮒制紳吾妻書棚雷季冨窪蓋呈 'もく なも地会仰会あはすすみばすー いの域館が会たあ○る'なるシ 次で社のな貞りりこ本らこツ 第あ会建けのままと校なとプ 



(9)平成6年10月15日　　　　　土浦一高進修同窓会会報

｢発見　見つけてso me thing 1994 ｣一高祭で何かを見つけたい､そんな12007,の夢をのせて

第47回一高祭が6月3日より3日間､開催された｡

凱旋門をモチーフしたゲートをくぐると､新体育館､校舎内､旧講堂､そして赤の広場の四つの

会場が設けられ､終日賑わっていた｡

生徒の参加意識の低下力叫ばれて久しいが､今年の一高祭を見る限り､そんな心配は無用といえ

よう｡特に､ 3年生は昨年度より準備を進め､ ｢公開裁判｣､ ｢縄文時代の竪穴式住居｣ ｢人体｣は､

待つ行列ができるほどの盛況ぶりであった｡他にも､宝塚顔負けの｢演劇祭｣､アイドルに負けず

劣らぬ｢のど自慢｣､自熟した戦いの続いた｢ディベート｣､真鍋小学校との交流を深めた｢ドッジ

ボール｣､この他にも市きつくせない程の企卸があった｡百聞は一見にしかず｡ぜひ､来年､ご来

校していただきたい｡

1200名の｢何かを見つけたい｣という願いから始まった第47回一高祭｡各人､何かしらの発見が

あったと思う｡将に､創立1晒周年に向け､新世紀に向け飛躍を続ける｡土浦一高らしい文化祭だっ

たと言えよう｡

又､この場を借りて準備にあたった委員達､又､私達の活動に#.解を示してくれた先生方､ご父

兄に感謝の意を示したいと思う｡本当にありがとうございました｡

運営委員長　足立　恭将

旧講堂かくして解体す

ハイ　チーズならぬヤキトリディベートでの熱弁

立
っ
て
間
宮
林
蔵
を
思
う
の
で
あ
る
｡

布
子
着
て
頭
巾
か
ぶ
り
て
種
蒔
き
す

む
す
め
に
春
の
い
ぶ
き
を
見
た
り

こ
れ
は
ま
た
何
と
も
可
憐
な
村
娘
の

姿
で
あ
る
｡

庭
す
み
に
う
づ
く
ま
る
石
の
面
な
で

汝
に
な
ぞ
ら
ふ
吾
あ
り
と
こ
そ

人
間
風
見
章
の
面
影
は
'
こ
れ
ら
の

歌
に
に
じ
み
出
て
い
て
心
ひ
か
れ
る
｡

高
田
　
保

高
田
保
は
'
土
中
第
十
二
回
(
大
正

二
)
の
卒
業
で
'
在
学
中
か
ら
｢
進
修
｣

誌
上
に
'
｢
大
洗
よ
り
｣
｢
筑
波
登
山
｣
｢
帰

省
｣
｢
入
日
の
と
き
｣
な
ど
を
発
表
し

て
文
才
を
発
揮
し
た
｡
早
稲
田
大
学
英

文
科
に
進
み
'
劇
作
家
､
小
説
家
'
随

筆
家
'
演
出
家
へ
俳
人
と
し
て
幅
広
い

分
野
で
活
躍
し
た
｡
大
学
を
卒
業
す
る

と
'
郷
土
出
身
の
根
岸
興
業
に
入
り
'

演
出
を
や
っ
た
り
'
台
本
を
善
い
た
り

し
て
い
た
が
'
の
ち
『
人
魂
黄
表
紙
』
(
原

始
社
､
昭
和
二
)
'
『
宣
偉
』
(
塩
月
書
房
'

昭
和
五
)
を
発
表
し
て
劇
作
家
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
｡
『
人
魂
黄
表
紙
』

は
'
揮
正
の
新
国
劇
で
上
演
さ
れ
て
人

気
を
呼
ん
だ
｡
高
田
に
は
ま
た
自
伝
的

小
説
『
馬
鹿
』
『
人
情
馬
鹿
』
が
あ
り
'

主
人
公
｢
井
川
晋
介
｣
に
よ
っ
て
'
彼

の
行
動
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

高
田
保
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の

は
へ
か
の
『
ぶ
ら
り
ひ
ょ
う
た
ん
』
　
で

あ
る
｡
東
京
日
日
新
聞
に
'
昭
和
二
十

二
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
'
二
十
六
年

三
月
二
十
一
日
ま
で
'
五
百
二
十
八
回

の
連
載
で
'
敗
戦
後
の
混
乱
し
た
世
相

や
風
俗
を
'
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

だ
筆
致
で
縦
横
無
尽
に
批
判
し
'
大
ヒ

ッ
ト
し
て
随
筆
家
と
し
て
一
世
を
風
麻

し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
後
高
田
は
病
気
療
養
の
た
め
大

磯
町
に
転
地
L
t
昭
和
二
十
七
年
二
月

二
十
日
へ
　
こ
の
地
で
五
十
六
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
｡

昭
和
三
十
一
年
七
月
､
保
の
生
家
に

近
い
亀
城
公
園
の
大
椎
の
下
に
｢
高
田

保
を
記
念
す
る
'
ぶ
ら
り
ひ
ょ
う
た
ん

碑
｣
が
建
て
ら
れ
た
｡
自
然
石
に
｢
あ

の
花
も
こ
の
花
も
み
な
は
る
の
風
｣
の

句
を
'
阿
部
真
之
助
の
書
で
刻
ま
れ
て

い
る
｡

-
･
次
回
は
下
村
千
秋
他
の
予
{
干
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先輩より後輩へ
～熱いメッセージ～

身
近
な
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

責
付
に
じ
む
先
輩
の
こ
と
ば

昨
年
の
安
藤
統
男
氏
に
引
き
続

き
'
今
回
も
同
窓
の
先
輩
か
ら
｢
人

間
の
在
り
方
｣
の
一
方
法
を
聴
-
機

会
が
つ
く
ら
れ
た
｡

講
師
は
高
十
一
回
卒
の
佐
賀
純
一

氏
で
あ
る
｡
氏
は
多
-
の
方
々
が
ご

存
じ
の
通
り
'
ご
父
君
進
氏
(
中
二

十
七
回
卒
)
と
と
も
に
'
市
内
桜
町

で
内
科
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

同
窓
で
あ
る
｡
単
に
臨
床
医
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

運
動
に
参
画
さ
れ
'
斯
界
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
人
々
か
ら
信
頼
を
深
く
得

て
い
る
｡
今
回
の
依
頼
に
も
'
後
輩

た
ち
に
一
歩
先
を
歩
ん
で
い
る
人
間

と
し
て
'
何
ら
か
の
一
助
に
で
も
な

れ
ば
と
'
多
忙
な
折
り
を
削
い
て
お

話
を
い
た
だ
い
た
｡

ま
た
'
作
家
と
し
て
も
ご
活
躍
さ

れ
'
多
-
の
著
作
品
が
海
外
に
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
｡

主
な
著
書

土
浦
の
里
'
浅
草
博
徒
一
代
'

霞
ケ
浦
水
村
講
三
部
作
､
氷
雪

の
バ
イ
カ
ル
'
ち
じ
ら
ん
か
ん

ぷ
ん
､
歓
喜
天
の
思
想

生
き
方
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

佐
賀
純
一
先
生
の
お
話
を
聞
く

高
辻
　
千
恵

先
日
'
｢
身
近
な
世
界
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
｣
と
い
う
題
で
､
大
先
輩
の
佐

賀
純
一
先
生
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
｡

｢
人
間
は
変
身
す
る
｡
人
間
は
生
ま
れ

か
わ
る
｣
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
'
先

生
の
中
･
高
生
時
代
の
話
に
始
ま
っ

て
'
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
人
生
経
験
を

ユ
ー
モ
ア
を
混
じ
え
て
生
き
生
き
と
話

し
て
下
さ
い
ま
し
た
｡

内
科
の
先
生
で
'
た
-
さ
ん
の
本
も

著
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
'
内
心

と
て
も
難
し
い
内
容
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
､
い
ざ
お
話
が

始
ま
っ
て
み
る
と
'
そ
の
テ
ン
ポ
の
よ

さ
'
深
い
教
養
'
人
間
味
あ
ふ
れ
た
話

し
方
に
す
っ
か
り
ひ
き
こ
ま
れ
て
し
ま

い
'
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で

し
た
｡特

に
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
た
の

は
'
雪
崩
に
あ
っ
て
命
拾
い
を
し
た
話

な
ど
の
後
で
'
｢
人
生
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
'
死
に
瀕
す
る
よ
う
な
状
況
､

挫
折
を
味
わ
っ
て
強
さ
を
身
に
つ
け
る

こ
と
だ
｣
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
し

た
｡
あ
あ
'
こ
の
方
は
こ
う
い
う
つ
ら

い
体
験
や
大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と
を

l
つ
一
つ
き
ち
ん
と
消
化
し
て
自
分
の

人
生
の
糧
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
｡
そ
し
て
同
時

に
､
自
分
の
人
生
観
の
甘
さ
と
弱
き
を

つ
-
づ
く
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
｡
多
分
そ
う
感
じ
た
の

は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
｡

挫
折
を
恐
れ
な
い
こ
と
'
変
身
し
て

実
社
会
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
強
さ

を
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
'
口
で

言
う
よ
り
も
ず
っ
と
難
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
'
私
も
少
し
で
も
そ
う
い

う
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

し
た
｡

同
窓
か
ら
初
の
大
使
が
誕
生

高
五
回
卒
の
塙
哲
夫
氏
が
昨
年
夏
'

駐
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
に
任
命
さ
れ
た
｡

塙
氏
は
新
治
郡
新
治
村
の
出
身
｡
母
校

卒
業
後
'
郵
政
職
員
訓
練
所
研
修
生
か

ら
'
外
務
書
記
試
験
に
合
格
し
て
外
務

省
に
入
省
｡
ペ
ル
ー
大
使
館
参
事
官
'

ペ
ル
ー
公
使
'
バ
ル
セ
ロ
ナ
総
領
事
を

経
て
'
今
回
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
と
し
て

赴
任
し
た
｡

ほ
と
ん
ど
の
大
便
が
大
学
卒
｡
し
か

も
東
大
出
身
が
多
い
中
で
'
高
卒
か
ら

の
大
使
就
任
は
非
常
に
珍
し
い
ケ
ー

ス
｡
ス
ペ
イ
ン
語
の
専
門
職
と
し
て
努

力
と
実
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ

る
｡

過
日
同
窓
生
に
よ
る
｢
祝
う
会
｣
が

開
か
れ
'
｢
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
｣
と
激
励
L
t
現
地
に
送
-

出
し
た
｡
休
暇
帰
国
の
際
に
は
'
ぜ
ひ

母
校
に
立
ち
寄
り
'
後
輩
た
ち
と
親
し

-
話
を
し
て
み
た
い
と
'
語
っ
て
い
た
｡

七
月
十
八
日
'
土
浦
市
民
会
館
で
'
全

生
徒
を
対
象
に
｢
中
南
米
と
私
｣
と
題

し
て
'
一
時
間
半
に
わ
た
り
'
現
地
の

風
俗
､
民
情
等
多
岐
に
及
ぶ
講
演
が
実

施
さ
れ
た
｡

そ
の
折
'
学
生
時
代
お
世
話
に
な
っ

た
永
山
正
･
稲
見
敏
雄
の
両
先
生
も
お

い
で
に
な
り
'
久
し
振
-
の
教
え
子
の

大
成
ぶ
り
に
感
激
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
｡壌

哲
夫
先
生
の
購
濃
を
聞
い
て

河
崎
　
薫

現
代
百
科
事
典
｢
知
恵
蔵
｣
に
よ
る

と
'
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
は
'
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
｡

｢
一
八
三
〇
年
'
グ
ラ
ン
コ
ロ
ン
ビ

ア
共
和
国
か
ら
分
離
独
立
｡
ユ
タ
ア
ド

～
ル
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
『
赤
道
』
を
意
味

す
る
｣
｡
地
図
で
見
る
と
'
首
都
キ
ト
は
'

ま
さ
に
赤
道
直
下
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
｡
今
ま
で
エ
ク
ア
ド
ル
や
キ
ト
と
い

っ
た
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
の

で
す
が
'
そ
の
位
置
と
い
っ
た
具
体
的

な
事
は
よ
-
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
私

の
よ
う
に
｢
知
ら
な
い
｣
と
い
う
こ
と

は
'
南
米
に
対
す
る
誤
解
を
植
え
つ
け

る
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
｡今

回
の
塙
先
生
の
講
演
は
'
南
米
諸

国
の
様
子
を
数
値
を
ま
じ
え
て
解
説
す

る
'
と
い
っ
た
方
法
で
'
南
米
と
い
う

所
の
輪
郭
を
少
し
頭
の
中
に
描
け
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
｡
南
米
と
い
う
と
､

政
情
不
安
や
経
済
危
機
ば
か
り
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
'
塙
先
生
に
よ
る

と
今
日
で
は
テ
ロ
行
為
も
激
減
L
t
政

情
も
安
定
し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
｡

む
し
ろ
2
1
世
紀
へ
向
け
て
新
た
な
飛
躍

を
め
ざ
す
｢
有
望
地
域
｣
な
の
だ
そ
う

で
す
｡
そ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
'
今
ま

で
耳
の
右
か
ら
左
へ
と
ぬ
け
て
い
た
南

米
の
情
報
へ
の
関
心
が
わ
く
よ
い
契

機
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

塙
先
生
は
'
日
本
初
の
｢
大
学
｣
と

い
う
教
育
機
関
を
通
過
せ
ず
に
エ
ク
ア

ド
ル
大
使
に
な
っ
た
人
物
だ
と
い
う
こ

と
で
す
｡
し
か
し
塙
先
生
を
｢
高
卒
で

も
大
便
に
な
っ
た
人
｣
と
す
る
の
で
は

な
-
'
｢
大
学
に
は
行
か
な
か
っ
た
が
'

並
の
大
学
出
以
上
に
努
力
し
た
結
果
必

然
的
に
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
と
な
っ
た
人

物
｣
と
と
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
｡
塙

先
生
の
講
演
を
聞
い
た
私
は
'
人
間
を

学
歴
と
い
う
物
差
し
で
測
る
こ
と
の
無

意
味
さ
を
感
じ
ま
し
た
｡
自
分
の
最
終

学
歴
に
依
存
す
る
人
よ
り
も
'
自
分
の

力
を
信
じ
て
ひ
た
む
き
に
自
分
の
進
み

た
い
道
に
む
か
っ
て
努
力
を
続
け
た
人

が
'
結
局
は
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
'
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
｡



(ll)平成6年10月15日　　　　　土浦一高進修同窓会会報

平成6年駄た学入試メご学寄り合精微-覧表

337　476　813　　608.6_

千葉工業

亜　細　亜

青山学院

学　習　院

北　　里

共立女子

慶　　応

工　学　院

国際基督教

国　士　培

早　　沢

芝浦=菓

上　　智

昭　　和

昭和女子

昭和藁科

女　子　美

虫土大事

福島県立医

東京爺立

横顔市立

都留文科

京都府立

京毛析劫封斗

大阪冊立一

神戸市立外語

北　九　州

公立大学計　　5 ll 16　18.8

*　事　故

防　　衛

気　　象

防衛医科

私立大学計　　337　476　813

国立大学計　165　86　251

公立大学計　　5　日16

大学校計　1　2　3

私立短大計　1 】　2

☆以下に即るの臥卿の合格数の芸端を更新した放垣である.

戯細臥東京大学30名､棄京工歎苧1 9名､麻縄塾梓59名､稲田梓8 1名､職妖学70名､榊料大学1 00名｡

現役缶格歎:東新浮2 1名､東京Ⅰ芸メ浮1 2名.戯頚墨大学30名､榔25も｡

☆　r鮎5年平均｣の浦は､平船辞食入式から平成5年度入試までの平均鯛者凱'CgIは0である｡

■土*事

旭川医科

北　海　道

兼　　北

秋　　田

茨　　城

囲専任情報

筑　　波

宇　市　営

群　　馬

埼　　玉

千　　葉

お茶の水女子

電気通信

東　　京

ES:WE]

耀
社
据
騨
按
配

平
成
六
年
度
大
学
入
試
状
況
報
告

平
成
六
年
度
入
試
は
'
空
前
の
成
果

を
納
め
た
｡
生
徒
諸
君
の
努
力
は
も
と

よ
り
'
本
校
職
員
'
保
護
者
共
々
一
致

協
力
し
て
奮
励
努
力
し
た
結
果
の
賜
で

あ
る
｡
特
に
学
年
関
係
職
員
の
熱
心
な

指
導
と
'
三
年
間
に
わ
た
る
労
苦
と
努

力
に
大
い
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
｡

国
立
大
学
で
は
'
東
大
で
三
十
名
の

合
格
者
を
得
て
､
本
校
の
進
学
実
績
に

新
し
い
記
録
を
樹
立
し
た
｡
現
役
生
二

十
一
名
の
合
格
も
本
校
で
は
史
上
初
の

快
挙
で
'
こ
れ
は
公
立
高
校
で
は
全
国

第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
｡
東
工
大
十

九
名
合
格
も
新
記
録
で
'
全
国
第
六
位
､

そ
の
内
現
役
生
十
二
名
合
格
も
記
録
更

新
の
好
成
績
で
あ
っ
た
｡

地
元
筑
波
大
学
の
五
十
八
名
合
格

(
現
役
生
四
十
九
名
)
　
は
'
当
然
の
こ

と
な
が
ら
例
年
の
ご
と
く
全
国
第
一
位

を
確
保
し
た
が
'
成
績
は
平
成
三
年
度

入
試
の
五
十
九
名
合
格
'
現
役
生
五
十

一
名
に
わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た
｡

私
立
大
学
受
験
も
す
こ
ぶ
る
好
調

で
'
慶
応
大
五
十
九
名
合
格
は
'
現
役

生
三
十
名
と
併
せ
て
新
記
録
｡
同
様
に

明
治
大
七
十
名
'
現
役
二
十
五
名
合
格

も
新
記
録
で
あ
っ
た
｡
早
稲
田
大
八
十

一
名
'
東
京
理
科
大
一
〇
〇
名
'
青
山

学
院
大
三
十
一
名
'
立
教
大
二
十
七
名

合
格
な
ど
は
､
い
ず
れ
も
本
校
の
合
格

数
の
記
録
を
大
幅
に
更
新
し
た
数
字
で

あ
る
｡特

に
私
大
受
験
で
は
'
過
年
度
卒
業

生
の
健
闘
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
｡
延
べ

四
七
六
と
い
う
合
格
延
べ
数
は
'
平
成

元
年
度
入
試
の
三
〇
五
'
二
年
度
入
試

の
二
九
五
㌧
三
年
度
入
試
の
三
三
〇
'

四
年
度
入
試
の
二
九
〇
'
五
年
度
入
試

の
三
六
-
と
い
う
数
字
に
比
較
し
て
み

れ
ば
'
過
年
度
卒
業
生
の
奮
闘
へ
努
力

が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た

か
は
歴
然
と
し
て
い
る
｡
過
去
五
年
間

の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昨
年
度
入
試
の
三

六
一
名
に
比
較
し
て
も
一
一
五
名
の
合

格
増
に
な
っ
て
い
る
｡

本
校
の
今
ま
で
の
大
学
合
格
総
数
は

八
〇
〇
名
か
ら
九
〇
〇
名
台
に
と
ど
ま

っ
て
'
過
去
の
記
録
を
み
て
も
'
平
成

三
年
度
入
試
の
九
七
七
名
が
最
高
で
､

合
格
者
延
べ
数
が
四
桁
に
な
る
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
｡
し
か
し
今
年
度
の

大
学
入
試
で
は
'
｢
一
〇
八
五
名
｣
と

い
う
驚
異
的
と
も
い
え
る
数
字
を
得
て

｢
夢
の
1
0
0
0
名
｣
を
難
な
-
超
え

て
し
ま
っ
た
｡
こ
れ
は
過
年
度
卒
業
生

の
圧
倒
的
と
も
い
え
る
私
大
合
格
数
の

増
加
が
主
た
る
要
因
で
あ
っ
た
｡
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第51号土浦-高進修同窓会会報平成6年10月15日(12) 

至芸芸望弓警告しツ参に君をうク進をツ君し念ンいもたベうをた二恵真 宗胃だ苦と言禁'夜友日たの夏 の つ中かぐなたをア る勉テだ中がん 

ツ ヽ 

欝空き豪君蒜警零関を讐晶言真美.悪意孟警私 終う他をれかしミ東ろメ東一〇ン■ラ■あはれは 聖カミ晋嘉三宝T,i套30歳雫豪宗最右左ご た-ンしたとるン出 はとこ予そ を､分育とにそoをた部前うめちにこけあし禁をbL,吉野き富£S童錆 

葺合警嘉窒素賢菱嘉聖誓書嘉垂産姦智重た菜箸主義蓋)'><誓聾志望雷管 覆蓋琴苦闘主義≡喜亨義軍壷軍書副つるメがと感感大き学で試-が. 芸管讐雲主産苧最羨蛮習薫き 憲菅題窒管玉禦雷雲後≡2墓誤÷霊宝孟子琵誉i墨蓋吉買蓋書曇貢 暮雪毒;招き蒜誌肥書琴重富盲累号音旨貧富至莞宗易嘩書き表き 重昭那室高鷲弄o量孟輔藁葺奈義蓋真空 


